






要約:抗活性型セルロプラスミン(CP)抗体を用いた活性型 CP の測定によるウィルソン病マ

ススクリーニング法について基礎的検討(1.測定法の精度　2.濾紙血スタンダードの作製)

を行った。精度に関しては、ウェル間、プレート間のバラツキも少なく(C.V.%<5)、感度、

特異性、同時再現性ともに良好な値を示していた。また、今回作製した濾紙血スタンダー

ドは①実測値との差も少なく、②溶液スタンダードとの相関も良く、③作製したスタンダ

ード間のバラツキも低い(C.V.%<10)性能の良いものであった。


